
多
く
の

介
護
職
参
加

九
月
二
八
日
、

介
護
福
祉
総
が

か
り
行
動
の
主

催
で
「
こ
れ
か

ら
の
介
護
保
険

を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
―
わ
が
ま

ち
介
護
保
険
が

激
変
!
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

一
五
〇
人
以
上

の
方
が
来
ら
れ
、

資
料
や
椅
子
が

足
り
な
く
な
り

大
慌
て
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
港
合

同
・
南
労
会
支

部
か
ら
も
多
く

の
組
合
員
が
参
加
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

改
悪
に
つ
ぐ
改
悪
を
重
ね

る
介
護
保
険
制
度
、
い
っ
た

い
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
?

行
政
さ
え
混
乱
、
事
業
者
は

振
り
ま
わ
さ
れ
、
高
齢
者
・

利
用
者
・
家
族
は
全
く
理
解

で
き
な
い
と
い
う
現
状
で
す
。

た
だ
、
多
く
の
人
が
ジ
ワ
ジ

ワ
と
実
感
し
直
面
し
て
い
る

の
が
「
ケ
ア
マ
ネ
が
利
用
者

の
立
場
に
た
っ
て
く
れ
な
く

な
っ
た
」
「
要
介
護
認
定
が

ド
ン
ド
ン
厳
し
く
な
っ
て
い

る
」
「
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
に
引
け
目
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
」
と
い
う
現
実
。

そ
ん
な
中
で
、
制
度
改
定

の
判
り
や
す
い
説
明
、
政
府

の
狙
い
は
何
か
?
を
知
り
、

私
た
ち
は
ど
う
し
て
い
っ
た

ら
い
い
の
か
?
を
考
え
る
集

会
は
と
て
も
タ
イ
ム
リ
ー
で

「
ビ
ラ
を
も
ら
っ
て
知
っ
た
」

と
い
う
介
護
職
・
介
護
事
業

者
の
参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。

自
立
支
援
介
護
の
問
題
点
―

服
部
万
里
子
さ
ん
講
演

特
別
講
演
は
日
本
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
副
理
事
長

の
服
部
万
里
子
さ
ん
。
テ
ー

マ
は
「
介
護
保
険
改
定
―
自

立
支
援
介
護
の
問
題
点
と
こ

れ
か
ら
の
介
護
」
。
内
容
を

か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
は
始
め
か
ら
黒

字
が
続
い
て
き
た
が
〇
六
年

の
改
定
以
降
、
老
人
福
祉
―

つ
ま
り
国
の
財
源
で
や
っ
て

き
た
こ
と
を
介
護
保
険
に
移

し
か
え
た
。
十
四
年
の
医
療

介
護
一
括
法
で
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
制
度
化

し
て
以
降
は
病
院
か
ら
の
追

い
出
し
、
在
宅
介
護
へ
と
い

う
流
れ
が
前
面
に
出
て
き
た
。

◆
今
回
の
改
定
で
「
保
険
者

機
能
の
強
化
」
と
し
て
、
国

が
市
町
村
の
介
護
保
険
計
画

実
施
の
実
績
を
評
価
し
、
交

付
金
を
出
す
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。
国
が
交
付
金
に
よ
っ

て
市
町
村
を
操
作
し
、
「
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
」
と

い
う
名
目
で
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
制
限
な
ど
、
介
護
保
険
を

規
制
し
て
い
く
。

◆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
七
五
％
が
八
〇
歳
以
上
、

半
分
以
上
が
八
五
歳
以
上
。

国
が
「
自
立
支
援
介
護
」
と
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介護保険が激変！
ケアマネ締めつけ、認定引下げ、サービス「卒業」
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自
立
だ
け
を
評
価
す
る
方
向

は
問
題
。
介
護
保
険
の
利
用

を
制
限
し
自
費
利
用
を
拡
大

す
る
と
介
護
事
業
所
の
経
営

を
圧
迫
し
、
介
護
職
の
採
用

を
困
難
に
し
、
介
護
離
職
を

増
加
す
る
悪
循
環
に
な
る
。

◆
国
は
二
〇
四
〇
年
に
む
け

「
全
世
代
型
の
社
会
保
障
」

と
し
て
憲
法
二
五
条
の
保
障

す
る
社
会
保
障
の
理
念
と
制

度
を
こ
わ
し
新
た
な
保
険
制

度
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

各
現
場
か
ら
質
問
と
報
告

講
演
の
後
、
大
阪
社
会
保

障
推
進
協
議
会
介
護
保
険
対

策
委
員
長
で
ケ
ア
マ
ネ
の
日

下
部
雅
喜
さ
ん
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
と
三
人
が
登
壇
、

質
問
と
報
告
を
し
ま
し
た
。

◆
西
成
区
で
訪
問
ヘ
ル
パ
ー

を
し
て
い
る
中
尾
さ
ん
は

「
十
月
か
ら
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
を
多
く
位
置
付
け
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
市
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
。
今

で
も
報
酬
に
な
ら
な
い
業
務

が
多
い
の
に
こ
れ
以
上
サ
ー

ビ
ス
を
削
ら
れ
る
と
在
宅
生

活
が
で
き
な
く
な
る
。
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
」

◆
大
阪
市
の
要
介
護
認
定
問

題
に
つ
い
て
、
現
役
の
認
定

委
員
・
Ｎ
さ
ん
は
「
今
の
認

定
委
員
会
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
一
時
判
定
の
追
認
機

関
に
な
り
下
が
っ
て
い
る
」

と
批
判
。
「
要
介
護
度
が
維

持
・
改
善
さ
れ
る
と
国
の
評

価
が
上
が
る
指
標
が
あ
る
と

聞
く
が
、
市
町
村
が
国
か
ら

も
ら
え
る
交
付
金
に
関
係
す

る
の
で
要
介
護
認
定
が
厳
し

く
な
る
の
で
は
？
」

◆
大
阪
府
大
東
市
議
の
新
崎

さ
ん
は
、
大
東
市
に
よ
る

「
自
立
支
援
」
を
名
目
に
し

た
サ
ー
ビ
ス
「
卒
業
」
強
制

に
よ
り
半
年
で
要
支
援
1
か

ら
要
介
護
5
に
悪
化
し
寝
た

き
り
に
な
っ
た
高
齢
者
の
生
々

し
い
実
態
を
報
告
。

◆
日
下
部
さ
ん
は
「
ケ
ア
プ

ラ
ン
へ
の
干
渉
・
点
検
で
の

締
め
付
け
な
ど
、
市
町
村
に

よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対

す
る
関
わ
り
が
強
く
な
り
そ

う
。
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
」

と
質
問
。

服
部
さ
ん
は
「
ケ
ア
プ
ラ

ン
は
そ
の
人
が
ど
う
い
う
状

況
で
あ
れ
ば
生
活
を
継
続
で

き
る
の
か
、
ど
う
い
う
生
き

方
を
し
た
い
の
か
を
考
え
、

そ
の
人
に
向
き
合
っ
て
作
る

も
の
。
専
門
職
と
し
て
の
矜

持
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
訴
え
た
。

行
動
提
起

最
後
の
締
め
は
行
動
提
起
。

◆
国
に
対
し
て
共
同
し
て
要

求
・
交
渉
を
。

◆
各
自
治
体
に
共
同
し
て
働
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左から講演者・服部万里子さん、中尾さおりさん

Ｎさん、新崎さん、日下部さん



き
か
け
よ
う
。

◆
介
護
の
切
り
捨
て
を
許
さ

ず
「
総
が
か
り
行
動
」
を
発

展
さ
せ
よ
う
―
各
地
域
で
利

用
者
・
家
族
、
介
護
事
業
者
、

介
護
労
働
者
交
流
を
す
す
め

よ
う
、
こ
の
秋
の
行
動
を
成

功
さ
せ
よ
う
。

以
上

厚
労
省
交
渉
へ

行
動
提
起
を
受
け
、
こ
の

間
、
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
（
共
同

で
駅
頭
宣
伝
活
動
）
、
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
、
起
ち

あ
が
る
介
護
労
働
者
交
流
会

等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
十
九
日
に
は
東
京

の
介
護
職
・
労
働
組
合
の
皆

さ
ん
と
共
同
で
厚
生
労
働
省

交
渉
を
行
い
ま
す
。
交
渉
の

重
点
は
「
介
護
労
働
者
の
労

働
条
件
の
改
善
」
。
賛
同
と

注
目
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
労
会
支
部

Ｏ
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南労会支部定期大会

１２月１５日（土） 午後１時

ＮＰＯみなと合同ケアセンターで

第二部 ＤＶＤ上映と講演

午後３時１５分～

場所：田中機械ホール

ハンセン病問題を理解するために

ハンセン病回復者と支援者から

直接、お話を伺います。

南労会支部組合員以外の方も、

関心のある方、ぜひご参加下さい。

第三部 交流会＆忘年会

場所：レストラン「地底旅行」

会場のエルおおさかに介護職、労働組合や市民

団体の皆さんが沢山かけつけてくれました。

九
月
十
九
日

午
後
一
時
～

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
に

て紹
介
議
員
は
大
阪
選
出
・

尾
辻
か
な
こ
さ
ん
で
す
。

とめよう！戦争へ道

めざそう！アジアの平和 2018関西のつどい

今年もエルシアターを満杯にして開催されました。

稲嶺進前名護市長とヘリ基地反対協の安次富浩さん

が沖縄からかけつけ、玉城デニーさんが過去最高得

票数で圧勝した知事選について、勝利感溢れる報告

をされました。国は直ちに名護新基地建設の工事を

再開する暴挙に。しかし「勝つまであきらめない。日本

の問題として闘おう。」「佐賀、横田と連携してオスプ

レイを日本全国からアメリカに持って帰れという闘いを

作ろう」と訴えました。

川崎哲さんが核兵器禁止条約について講演。核抑

止論が如何に誤っているか、映像をフンダンに使い説

得力ある内容でした。一人一人が考え行動することで

核兵器と戦争をなくせる！と力強く確信をもって訴え

ました。韓国全北地域から民主労総の労働者も参加、

連帯の挨拶を受けました。


